
 

令和７年度第 2回ひきこもり支援連携協議会議録 

 

日    時：令和８年２月 17 日（火）10 時～11時 50 分 

場    所：横須賀市保健所第１研修室 

出 席 者：池田彩子、小野公昭、木村芳枝、小菅俊彦、小林怜奈、 

清水千早、島田徳隆、清野奈津子(代理)、椿雄一 

中島真由美、行實志都子 

オブザーバー 神奈川県青少年センター １名(ZOOM) 

       鎌倉市健康福祉部生活福祉課 １名 

 （敬称略、五十音順） 

欠席２名 

事 務 局：民生局健康部 保健所保健予防課主査：  大内泰之 

     民生局健康部 保健所保健予防課担当者： 知念亮 

     民生局健康部 保健所保健予防課担当者： 古屋美穂 

１ 開会 

・傍聴 0名 

２ 議題（議事進行：行實座長） 

＜行實座長＞ 

第 1回協議会では、各機関から今年度の新たな取り組みや、連携の可能性につい

て幅広く共有頂いた。その中で、支援機関同士の連携強化や支援の幅を広げること

の重要性が改めて確認された。ひきこもりの方は自宅から外に出て相談機関へ訪れ

ることが難しい場合が多く、また電話相談では支援者の顔が見えないため当事者が

相談しづらさを感じることもあると考えられる。そうした状況の中で、非対面の相

談形態の充実が求められている。今回の第 2回協議会では、特にオンライン相談を

はじめとした新しい相談支援の形に焦点を当て、現状の取り組みや課題について検

討したい。本日は、その具体例として若者サポートステーションの池田構成員、ア

ンガージュマン・よこすかの島田構成員に、それぞれの機関で実施しているオンラ

イン相談の実態と成果、そして課題について報告頂き、その後、意見交換を行いた

いと考えている。議事１―(１) 各機関の現在の相談形態について事務局から説明お

願いしたい 

＜事務局＞  

資料２に沿って説明 



＜行實座長＞ 

議事１―（２） オンラインを用いた相談について、若者サポートステーション

池田氏の方から説明お願いしたい 

＜池田構成員＞  

資料３に沿って説明 

＜行實座長＞  

アンガージュマン・よこすか島田氏説明お願いしたい。 

＜島田構成員＞  

資料４に沿って説明 

＜行實座長＞  

  質問ある方は挙手をお願いしたい 

＜小菅構成員＞  

池田構成員に質問。オンラインで説明会に参加した人が、その場で来所面接に申

し込むと、若者サポートステーション担当者が 30 分以内に申込者に電話をするとい

うことだが、この取り組みを始めたきっかけや、実際に申込者に電話してみてどう

いった感触があったか。 

＜池田構成員＞ 

こちらの話を聞いてもらうだけでなく、相談者を来所面接にすぐに繋げられるよ

うに考えたのがきっかけ。オンラインフォームだけで申し込むことも出来るが、キ

ャンセルもしやすいので、実際に来所されないケースも多い。説明会は情報を届け

るだけではなく、相談員と接触してもらうことが目的である。相談員と電話で話す

ことで、相談に行く前の不安を減らしたり、来所の可能性も上がるのではないかと

思う。電話で話が出来ない人や、逆に電話だけで話過ぎてしまう人もいるのではな

いかと不安もあったが、今の所順調に進んでいる。実際に申込者と話してみて、疎

通が取りづらい人もおらず、話せないから来られないのではなく、不安等から来ら

れないのではないかと感じ、実際に本人と話してみるのは良いことだと思う。 

 



＜小野構成員＞ 

約 25 年前に自分もひきこもっており、ひきこもり時代に支えになったのがオンラ

インゲームである。ボイスチャット等はなかったが、チャットでメッセージのやり

取りをしながら、ゲーム内で活躍すると肯定してもらえ自己効力感を高めてくれ、

外出意欲が少しずつ出てきた。メタバースも同じ役割があり、顔は見えないが他人

と関係性を作ることが出来る。その後実際にメタバース上で交流していた支援者と

会ったときに関係性が作りやすくなると思う。しかし、ネット環境等ハード面等の

問題で利用できない人もいると思うので、そこの課題は考えていかなければならな

いと思う。 

＜中島構成員＞ 

池田構成員へ質問。相談会の実績のページで、(資料 3、7ページ)初回予約数とい

うのは、複数回参加している人もいるのか。 

＜池田構成員＞ 

初回相談の予約数である。 

＜行實座長＞ 

誰が相談を受けてくれるのか事前に知ることは重要であると思う。普通の学生等

でも、就活先や実習先への問い合わせ等の電話が緊張してしづらいという話は聞

く。そういった状況で、30 分以内に担当者と話が出来るのはハードルが下がると思

う。オフ会やピアサポートのように同じ意識の人が集まる場も敷居が下がると思

う。 

議事２報告事項(１)傾聴 AI 相談の実証実験ついて中島構成員より報告お願いした

い。 

＜中島構成員＞ 

傾聴 AI の実証実験を行ったので、今回実証実験結果について報告する。令和 7年

10 月 9 日から令和 7年 12 月 31 日までの約 3ヶ月間、AIによる相談を実施した。相

談件数は総件数で 1255 件、そのうち福祉の相談が多く、10 月 542 件、11 月 214

件、12 月 276 件と合わせて 1032 件の相談件数があり、傾聴 AI相談による相談は大

半が福祉系の相談ということになった。相談種別で見ると、一番多かったのが、健

康・メンタル、2番目に生活・お金、3番目に仕事・職場となった。特徴的だったの 



が、福祉相談に限っては、相談者の年齢層が若めで、10 代から 40 代まで約 5割～6

割程を占めていた。「ZIAI」という会社の傾聴 AIを使っていたが、他自治体に比べ

ると横須賀市は若い年齢層の方が多かったということであった。相談の時間帯は行

政が閉庁している時間帯の相談が 7割。児童生徒の傾聴 AIの担当は教育委員会にな

るが、こちらも 9割近くが夜の相談であった。傾聴 AI は行政の閉庁時間に相談した

い人を救いたいという思いから始めたので、今回の結果は 24 時間 365 日相談可能な

体制が求められていることを感じた。 

メリットがある一方、課題もある。あくまでも傾聴であるので、深い悩みの相談

になると寄り添いが不足しているように感じる。さらに、AI への依存のリスクを考

慮し、やりとりを 15 ターンで終了させ、継続相談を望む場合は人に繋ぐ提案をする

が実際に繋がるケースは少ない。一旦話が終わってしまい、改めて傾聴 AI に話をす

ると前段の相談はリセットされてしまうので再度同じ話を始めなければならないと

ころも寄り添いが不足していると感じる。また、傾聴 AI として周知しているが、窓

口や手続き方法を問う相談も入ってしまうので求められていることに対して、しっ

かりと回答が出来てない部分もある。傾聴しながら窓口の案内をできるような AI が

あれば理想だとは思う。まだ決定事項ではないが来年度以降もこうした AI を活用し

た相談事業は継続していきたいと考えている。 

＜行實座長＞ 

報告について、ご意見とかご質問ある方は挙手をお願いしたい。 

＜池田構成員＞ 

この相談は電話での相談なのか。また、ChatGPT 等の AI も会話が出来ると思う

が、通常の AI との違いは。 

＜中島構成員＞ 

横須賀市公式 LINE の方から登録してラインのチャットを使い利用する。自分が思

っていることを文字化することは時間がかかる。話したことを自動で文字化してく

れ、AI が返答してくれるのが理想だが、音声化してくれる AI の業者が少ないのが

現状。将来的には音声で相談をして AI が答えてくれる時代が来るのではないかと 

思うので、今後検討したい。 

 

＜島田構成員＞ 

メタバースも便利なツールではあるが、スペックや通信環境に左右される面もあ



るので、誰でも参加できる空間が作れると良いと思う。 

＜行實座長＞ 

議事２報告事項(２)ひきこもりポータルサイトの報告をお願いしたい 

＜清水構成員＞ 

  昨年の 1月 16 日にひきこもりポータルサイトを開設した。昨年 1月～12 月まで

のアクセス数について報告する。総表示回数 9692 件、新規訪問者件数 2719 件。カ

テゴリーごとのアクセス数の割合は、「不登校の生徒・ご家族へ」からのアクセスが

54%、「ひきこもり当事者の方へ」からのアクセスが 26％、「ご家族・支援者の方

へ」からのアクセスが 20％。特徴として、水、木曜日にアクセス数が増え、土日に

アクセス数が減る傾向がみられる。夏休みや大型連休中はアクセス数は少なく、連

休明け等にアクセス数が増える傾向にある。メール相談は 4件で全て不登校に関す

る相談であった。 

＜小林構成員＞ 

前回の協議会でも、ひきこもりポータルサイトを教育委員会からマチコミやチラ

シ等で発信してほしいと伝えているが各家庭に届いていないのが現状である。再度

周知をお願いしたい。 

＜清野構成員＞ 

 今後検討したい 

＜小林構成員＞ 

子育てガイドと療育健やかガイドブックにもポータルサイトの周知をお願いした

い。 

＜椿構成員＞ 

子育てガイドブックと療育健やかガイドブックは現在原稿作成中で、ポータルサ

イトも掲載予定。4月以降配布される予定である。 

＜行實座長＞   

本日オブザーバーとして参加されている、鎌倉市福祉部生活支援課、石橋さんよ

り鎌倉市の居場所事業について報告をお願いしたい。 



＜オブザーバー 石橋氏＞  

鎌倉市ではひきこもりの方を対象とした居場所事業を行っており、週１回開設し

ている。決まったプログラム等はなく、予約も必要なく、お茶を飲み、自由にお話

をしてもらっている。支援員 1名と事務員 1名の 2名で対応している。先日県青少

年センターから協力頂き、有償ボランティア事業を行った。その際は市内だけでは

なく、県域で周知し来所頂いた。居場所事業を開設して 3年。多い時は 7～8名程の

参加者となる。ひきこもり当事者ならどなたでも利用できる。市外の方の利用も受

け入れてはいるが、その場合は一度お電話頂いてから来て頂ければと思う。現状で

は横浜と藤沢の方が参加している。地元では知り合いもいて居場所等当事者会に参

加しづらいという方もいる。しかし、市外の方だと相談を受けてアドバイスは出来

ても具体的な支援は難しいので、出来れば地元の行政機関に繋ぎたいが、嫌がる当

事者もおり難しく感じている。 

＜行實座長＞  

神奈川県青少年センターの方に先日横須賀市と共催で行った。舞台芸術ワークショ

ップのご報告頂きたい。 

＜神奈川県青少年センター 安達氏＞ 

舞台芸術ワークショップの説明(資料参照) 

＜行實座長＞  

  ３その他について、小野構成員より報告お願いしたい。 

＜小野構成員＞ 

  前回の協議会で対人援助職の相談支援のレベルを上げていく必要性について提案

があり、主任ケアマネージャーや障害福祉関係者が集まり研修会を行った。高齢者

を訪問した際、外に出られない方達に遭遇することが多くみられる。その際、どこ

にも相談出来ず抱え込んでいるケアマネもおり、そういった方たちの負担軽減や対

応方法等について学ぶために開催した。110 名の方が参加した。今まで中々相談し

にくい部分を、皆で顔合わせし、相談先を明確にしたことで研修会の意味があった

と思う。 

 

 



＜行實座長＞ 

  今回は、メタバースや AI 等オンラインを使用してひきこもり支援をどう考えてい

くかというテーマで議論した。対面での支援と合わせてどう組み合わせていくのか

ということを考えながら今後の支援に繋げて頂ければと思う。事務局にお返しす

る。 

＜事務局＞ 

第 2回ひきこもり支援連携協議会を閉会する。 


